
パルニップ処理
軽量コンパクト化への対応技術軽量コンパクト化への対応技術

PAL Nitride Induction ProcessPAL Nitriｄe Induction Process

塩浴軟窒化と高周波焼き入れの複合熱処理塩浴軟窒化と高周波焼き入れの複合熱処理

従来の窒化特性を維持し、
焼入れマルテンサイト組織を
有する画期的な窒化誘導加熱法

組 織 写 真 断面硬さ分布

疲労強度試験 （ S-N線図 ） ファビリー摩擦摩耗試験

ファレックス摩擦摩耗試験 SRV試験
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化合物層からのN拡散層 硬さ試験機……微小硬度計

硬さの種類……ビッカース硬さ
荷　重 ………0.49N
荷重保持時間…10sec
材　質 ………SCM440
　　　　　　　（CQ:SCM415）
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材質：ＳＣＭ440

Isonite加熱後 PALNIP

① イソナイト（塩浴軟窒化）と浸炭焼入れの利点をあわせ持つ特殊複合熱処理
② イソナイトと比較して表面硬度がHmV50～ 100上昇
③ 疲労強度は高周波焼き入れの約26%、イソナイトの約60%向上
④ ファビリー試験機、耐荷重2300Kgでも焼き付き発生しない、驚異的な耐荷重性
⑤ ＳＲＶ試験機、高面圧下4GPaでも座屈しない、高い荷重性
⑥ 短時間・低温高周波誘導加熱処理のため変形が少ない

Isonite後に加熱を行うと通常は酸化
され化合物層が分解するが、PALNIP
では加熱後も化合物層が健全である。

PALNIPはIsoniteと比較し表
面近傍の硬度が高くなってい
る。また、硬化層が深くなり、
浸炭焼入（SCM415.有効深
さ0.5㎜）のプロットに似る。

PALNIPは良好な耐焼付性を
示し、各種歯車やピニオンシャ
フト類等の高負荷条件で、使
用される部品に適用できる。
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試験方法
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CQ＋リン酸マンガン処理を施し
たV-Blockとの組合せにおいて
CQ、Ni-P、QPQは焼き付きが発
生したが、PALNIPは800㎏荷重
でも焼き付きは発生しなかった。

試験方法
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試験片材質
 Pin(φ6.5) …SCM440
 　（CQ:SCM415)
 V-Block……CQ:SCM415
荷重　初期荷重 200kg
      25kg/sec
周速　0.1m/sec
潤滑油
　エンジンオイル（10W-30)

CQは350㎏、IHは700㎏
で焼き付きが発生している
が、PALNIPはIsoniteと同
様に2300㎏荷重でも焼き
付きが発生しない。
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小野式回転曲げ疲労試験機
　平滑試験片（φ8）
　材質：SCM440
　室温雰囲気
　打ち切り回数：1×107回

ファレックス摩擦摩耗試験機
試験片材質

 Pin(φ10)…SCM440（CQ:SCｒ420)

 V-Block　…SCｒ420 （CQ＋ﾘﾝ酸Mn） 

荷重 50kg/minステップ荷重

周速 0.4m/sec

潤滑油 CVT-Oil　NS2

CQ＋リン酸Mn 焼き付き

CQ＋リン酸Mn＋固体潤滑 焼き付き

CQ焼き付き

PALNIP
焼き付き

PALNIP
Isonite
IH高周波

860ＭＰａ

680ＭＰａ

575ＭＰａQT調質
　　540ＭＰａ

PALNIPの疲労強度は860MPａ
でありＩＨ（680Mpa）の1.26
倍、Ｉｓｏｎｉｔｅ（575MPａ）の1.59
倍向上する。

試験方法

武蔵工業大学
機械工学科 機械材料研究室:提供

ファビリー摩擦摩耗試験機

試験片材質
 Pin……PALNIP:SCM440
  CQ:SCM420
 Disk ……… CQ:SCM420
荷重 250N(ヘルツ面圧4GPa）
速度 30Hz
移動距離 2㎜
試験温度 110℃  OIL

試験方法
SRV試験機
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TEL:03-3278-4466　FAX:03-3278-4580　E-mail  kakou@parker.co.jp


